
 - 1 -  

令和６年度 福祉保健活動拠点事業計画書 
 

施設名  

 横浜市鶴見区福祉保健活動拠点  

 

事業計画  

１ 場の提供について  

(1)場の提供を通した関係性の構築・利用団体支援  
●全ての施設利用者に丁寧に説明を行いながら、誰もが快適に利用できる施設を維

持していきます。 

●拠点の利用調整会議を活用し、団体間のコミュニケーションを図っていきます。 

●窓口や館内にパンフレットやちらしを配架し、情報提供を行っていきます。  
 

(2)拠点の利用促進に関すること  
●月に１度行う６か月先の拠点利用日の調整について、簡潔に短時間で行えるよう

にします。 

●一昨年度更新した拠点パンフレットの外国語版の作成についても需要があるか確

認し、検討します。また、拠点内の掲示物で必要なものは英語版も作成し、周知を広

げます。 

平日 
目標（利用件数） 目標（利用率） 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 

団体交流室 108 116 31 44.4 52.0 14.0 

多目的研修室 212 225 168 95.0 92.6 69.1 

点字製作室 151 119 26 62.1 49.0 10.6 

録音室 145 112 16 59.7 46.1 6.6 

対面朗読室 146 165 114 60.0 67.9 46.9 
       

土日祝 
目標（利用件数） 目標（利用率） 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 

団体交流室 56 65 10 48.2 56.0 20.0 

多目的研修室 75 101 47 64.7 87.1 94.0 

点字製作室 26 53 10 22.4 45.7 20.0 

録音室 64 46 13 55.2 39.7 26.0 

対面朗読室 60 70 10 51.7 60.3 20.0 
 
 

 
 
 
 



 - 2 -  

 
(3)拠点のサービスの向上に関すること  
●拠点利用者の利用調整会議において、各団体の意見を聞き、拠点運営に活かして 

いきます。 

●窓口満足度調査を実施し、結果を拠点内ならびに Web 上に公開します。また改善点

について、速やかに対応します。 

●拠点内の備品について、使用方法をわかりやすくまとめ、掲示します。 

●拠点会館時間にいつでも匿名でご意見をいただける「ご意見箱」を設置し、施設の

より良い運営に努めます。  
 

(4)利用調整会議等の開催  

●拠点利用の登録をしている団体間のネットワーク強化や意見聴取によるサービス

向上を目指し、利用調整会議を年１回実施します。 

 

令和５年度開催実績  対面開催  

参加団体数  36 団体  
 

２ ボランティア業務  

(1)ボランティアに関する情報収集、分析、計画立案  

＜相談・調整・登録＞  
●登録者が安心して活動できるよう備品の整備を進めると共に注意点や工夫できる   

 こと等について事前オリエンテーションにて伝えています。 

●専任のボランティアコーディネーターを配置し、ボランティア相談への対応及び 

ボランティア活動の促進を行います。 

●関係機関や施設、地域のボランティア団体との連携も踏まえ、ボランティアセンタ

ー機能の充実・強化を図ります。 

 ・ボランティア募集依頼 

 ・ボランティア活動・行事用保険に関する相談 

 ・機材貸出の相談・受付 

 ・情報の収集・整理 

 ・記録・統計・ケース会議（ボランティアコーディネーター会議）の開催 など 

●必要に応じて地域ケアプラザの地域活動・交流 Co や生活支援 Co と情報共有を行

い、地域ごとの状況把握に努めます。  
＜ボランティア(新規・既活動者)支援に関する取組＞ 

●登録者や関係各所に向けてボランティアセンター広報紙を定期的に送付するなど、

継続的な情報提供を行います。 

●横浜市ガイドボランティア制度や学校ボランティア制度など、関係制度とも連携

しながら登録者が負担なく継続して活動できるよう環境づくりを進めます。 
 
＜ボランティア・市民活動団体分科会＞  

ボランティア団体間の連携を高めるため、定期的に会議（ボランティア・市民活動

団体分科会）を開催します。また、鶴見あいねっと推進フォーラムにて区民向けに各

団体の活動紹介を行います。  
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(2)ボランティアに関する広報、情報提供  
＜広報の充実＞  

ボランティア活動団体に作成いただいた、団体活動紹介カードをもとに幅広い世代

への周知を進めます。 

広報をきっかけに多くの方に関心を持っていただき、ボランティア活動へ繋げる 

サポートをします。 

＜発行するボランティア情報紙の概要＞  
ボランティア登録者には、年３回予定でボランティア情報紙「つるボラ情報」を発

行します（登録者全員へ郵送）。また、ボランティアニーズを取りまとめた「ニーズ

情報」を適宜発行します。 

年２回予定で、区社協情報紙「鶴見区社協だより」にて、ボランティア・市民活動

団体・企業の紹介を特集し、ボランティア募集の情報を掲載します。  
＜その他の媒体による情報提供＞  

活動拠点の廊下掲示板にボランティア情報コーナーを設置し、ボランティア募集情

報や講座イベント情報、機関誌等を分類して掲示します。団体交流室ではボランティ

アを含む各種福祉関係の機関紙などを閲覧できるようにします。 

また、区社協ホームページに最新のボランティア募集情報を提供します。  
＜ボランティア情報コーナー活用の流れ等について＞  

ボランティア情報コーナーは拠点開館時には自由に閲覧できます。掲示物、情報

紙、ホームページなどにはボランティアセンターの連絡先を表示し、来所・電話・Ｅ

メールなどで連絡を受け付ける形とします。 

 
(3)ボランティアに関する相談、紹介  

＜ボランティアコーディネーターの配置状況＞  
非常勤職員のボランティアコーディネーターを配置し、ボランティアに関する相談

や調整を行います。 

非常勤職員は常勤職員と日常的な連絡を取り合い、ケースの検討や情報交換、スキ

ルアップのための研修等を行います。  
（令和５年度実績）  

登録人数 

個人 
新規  58 名 

累計  306 名 

団体 
新規  2 団体 

累計   35 団体 

依頼件数  76 件 

紹介人数  62 名 

調整数 130 件 
 

 
(4)ボランティアに関する育成・支援・講座開催  
＜ミニ講座：地域向け障がい理解～担い手の発掘～＞  

地域向けに障がい当事者およびボランティア団体協力による障がい理解講座を開

催し、障がいについて身近に感じてもらうとともに、自分でも何かできるのではと思

うきっかけづくりとなり、いずれは担い手となってもらえることを目標に、ミニ講座

等を実施します。 
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＜ボランティア入門講座等の開催＞  
各種講座等を開催し、ボランティア活動へのきっかけづくりとして、ボランティア

団体等の協力を得ながら実施します。 

 

●学生向けボランティア入門講座（ボランティア活動紹介） 

 

●小学生親子向けボランティア入門講座（手話教室、盲導犬・アニマルセラピー体験） 
 
 

●災害ボランティアネットワークとの連携による訓練実施（災害対応） など 

 
 

３ 他の関連組織とのネットワーク  

(1)関連組織及び地域との連携  
●区内の地域作業所に日常清掃業務を委託し、日頃から利用者と障害者が自然に接

する機会とします。 

 

●拠点を利用して開催している定期的な会議等で福祉ニーズや地域活動の実施状況

などを把握していきます。 

●利用調整会議の場や日頃の窓口対応を通して、各種団体との連携を深めます。 

 

●区内施設と連携しながら、社会福祉法人の地域貢献の取り組みを進めます。 

 

 
(2)地域の福祉保健課題への理解と協力  
●拠点利用団体からのご意見やボランティアセンターへの依頼等からタイムリーに 

地域課題を把握し、解決に向けて必要な支援を進めていきます。 

●来館された方の相談をワンストップで進めていけるように総合相談の取り組みを

進めるとともに職員の研修を行い、誰が相談を受けても同じように対応ができるよ

うにしていきます。 

●把握した福祉保健課題を拠点利用団体と相談しながら解決に進めていけるように

していきます。  

４ その他  

(1)職員体制、育成  
【職員体制】  
 ・常勤職員  ２名（事務局次長、職員１） ※いずれも兼務 

 ・非常勤職員 ７名（ボランティアコーディネーター２名 

           夜間・日祝の日中     ４名） 

【職員の育成】  
 ・日常の中で必要な知識・スキルが得られるよう、指導（ＯＪＴ）を進めていく 

 とともに、職員研修を行っていきます。 

 ・横浜市社協と連携しながら人権研修やコンプライアンス研修、個人情報保護 

研修、事業継続計画（ＢＣＰ）に関する研修を実施します。 

 

【職員間の情報共有】  
 ・定期的な職員会議を通じて情報共有を行うとともに、夜間休日の非常勤とは 

 グループウェアや日誌等を活用して情報共有をはかります。 
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５ 施設の適正な管理・運営について

ア 施設の維持管理について

＜開館時間＞  

月～土曜日については午前９時から午後９時まで、日曜・祝日については午前９時

から午後５時までとします。 

１２月２９日から翌１月３日までと館内点検日を休館日とします。 

＜建物・設備の保守点検、小破修繕＞

年間を通して職員による目視点検を行い、損傷や設備不良は速やかに修繕・整備を

行います。ビル共有部分（廊下等）については、契約している警備保障会社により  

管理します。 

＜清掃業務について＞

日常清掃・消毒のほか定期清掃を実施し、施設内の美化に努めます。 

拠点施設利用者にも利用後の消毒・清掃を 依頼します。 

＜警備業務について＞

閉館時・休館時は、契約している警備保障会社により管理され、異常発生時には  

必要に応じて管理職へ連絡が入る体制となっています。 

イ 苦情受付体制について

【苦情受付体制・方法】

・「鶴見区社会福祉協議会苦情解決規則」に基づき、受付担当者（職員）ならびに 

苦情解決責任者（事務局長）をおきます。 

【苦情への対応手順】

・苦情は随時受け付け、苦情解決責任者が調整・報告等を行います。

【苦情解決の仕組みに対する利用者への周知方法】

・福祉保健活動拠点内に「苦情解決制度のご案内」を掲示し、周知します。

ウ 緊急時（災害・事件・事故等）の体制及び対応について

【連絡体制・マニュアルの整備状況】

 消防計画に基づき非常勤職員を含めた緊急連絡網の整備し、職員体制を明確に

しています。あわせて拠点運営に関わる緊急時対応マニュアルを整備します。 

【地域や関係機関との連携体制】

・緊急時の対応に備えて、鶴見区福祉保健課との連絡体制を整備していきます。

・災害時には「鶴見区災害ボランティアネットワーク」の事務局として鶴見区役所

など関係機関と連携しながら、区の災害ボランティアセンターを立ち上げます。

【事故防止への取組】

・職員会議等を通じて、他区の福祉保健活動拠点で発生した事故やヒヤリハットの

発生の原因、対応を協議し、本拠点で同様の事故が発生しないようにします。

【防災訓練の実施】

・リオベルデ鶴声に入居している他団体とともに防災訓練を年２回実施し、避難

経路や消火栓・非常階段等の位置を確認し、いざという時に対応できるようにして

いきます。また、必要に応じて拠点利用者にも参加していただきます。
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エ  個人情報保護の体制及び取組について  

【マニュアル整備状況】  
 ・「社会福祉法人横浜市鶴見区社会福祉協議会の保有する個人情報の保護に関する 

 規程」に基づき適切に対応します。 

 
【職員への周知】  
 ・個人情報保護担当職員を置くとともに、非常勤職員を含めた全職員に対して 

 個人情報保護の取り扱いに関する研修を行います。 

 

【日常の取り組み】  
 ・年度当初に各業務で取り扱う個人情報の内容について確認を行います。 

 ・書類のファイルは施錠のできるキャビネットに保管し、電子ファイルについては 

 パスワードをかけて厳重に保管します。 

 ・廃棄年度に達した文書に関しては、溶解処理を行います。処理に関しては適切に 

 処理がされた報告書も業者からもらいます。 

 
 

 
 

 
 

 

 ・拠点非常勤職員を対象とした防災訓練も実施します。  

オ  環境への配慮及び取組について  
【ゴミ発生抑制に関する取組】  
 ・コピー時は両面コピーを活用するなど、紙の削減に努めます。 

 ・拠点利用者にはゴミの持ち帰りに協力をいただきます。 

 ・メールやクラウド等の活用により、紙の使用をなるべく減らします。 

 

【再利用・再使用・リサイクルに関する取組】  
 ・ゴミの分別に取り組み、適切なものをリサイクルできるようにしていきます。 

 ・プリンターのインクカートリッジの回収に協力し、リサイクルできるように 

 していきます。 

 ・ファイルなどで使えるものは再利用を行います。 

 
【温室効果ガス排出抑制に関する取組】  
 ・拠点利用団体には、空調の適切な温度での稼働と部屋の消灯に協力いただき 

ます。 

 



収入の部 （税込、単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

16,974,951 16,974,951 16,974,951 横浜市より
0 0

100,000 0 100,000 0 100,000
100,000 100,000 100,000 拠点利用者より

0 0
0 0
0 0

17,074,951 0 17,074,951 0 17,074,951

支出の部
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

10,550,000 0 10,550,000 0 10,550,000
8,850,000 8,850,000 8,850,000
1,190,000 1,190,000 1,190,000 法定福利費込み(＠640,000)

200,000 200,000 200,000
10,000 10,000 10,000

0 0 0
300,000 300,000 300,000

2,111,000 0 2,111,000 0 2,111,000
0 0

388,000 388,000 388,000
拠点・ボランティアセンター(文房具・清掃用品

等)
20,000 20,000 20,000 利用調整会議調整費用

225,000 225,000 225,000 申請書印刷代、封筒印刷代等

454,000 454,000 454,000 郵券代、電話代等

80,000 0 80,000 0 80,000

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0

その他 80,000 80,000 80,000 拠点駐車券代

240,000 240,000 240,000 備品購入

0 0
5,000 5,000 5,000

0 0
45,000 45,000 45,000

372,000 372,000 372,000
コピー機・印刷機リース料、AEDリース料、コ
ピーチャージ料

40,000 40,000 40,000
0 0

250,000 250,000 250,000
ホームページ関連費用、ボラ講座謝、車いす
点検費

52,951 0 52,951 0 52,951
0 0

3,790,000 0 3,790,000 0 3,790,000
1,461,000 1,461,000 1,461,000
1,000,000 1,000,000 1,000,000 日常清掃＠800,000・定期清掃＠200,000

300,000 300,000 300,000
200,000 200,000 200,000
829,000 0 829,000 0 829,000

空調衛生設備保守 671,000 671,000 671,000 エアコン清掃

消防設備保守 0 0
電気設備保守 0 0
害虫駆除清掃保守 0 0
駐車場設備保全費 0 0
その他保全費 158,000 158,000 158,000 ごみ・産廃処分費用等

0 0
0 0

571,000 0 571,000 0 571,000

0 0

0 0
571,000 571,000 571,000

0 0

0 0 0

17,074,951 0 17,074,951 0 17,074,951
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0
目的外使用許可（自販機）による横浜市への
支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

共益費

事業所税
公租公課

その他
印紙税
消費税

指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

その他

管理許可・目的外使用許可に関わる収支

自主事業費　収入
自主事業費　支出

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる支出

自主事業　収支

光熱水費
清掃費

支出合計
差引

事務費
旅費
消耗品費

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）

会議賄い費
印刷製本費
通信費

給与・賃金
社会保険料
通勤手当
健康診断費
勤労者福祉共済掛金

管理費

振込手数料

地域協力費

使用料及び賃借料

備品購入費

事業費

令和6年度　横浜市鶴見区福祉保健活動拠点　収支予算書及び報告書

修繕費
機械警備費
設備保全費

その他

手数料

職員等研修費

リース料

その他

図書購入費
施設賠償責任保険

科目

収入合計

科目

人件費

退職給付引当金繰入額
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